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はじめに
　ニコライ・レザノフ（Николай Резановъ : 1764〜1807年）が、1804年（文化元年）に執筆し
た『ロシア語アルファベット順に編成された日本語辞書』（原題“Словарь Японскaго языка 
по Россїйскому Алфавиту собранный”以下、『露日辞書』）は、Ｂ６判で全240ページのレザ
ノフ自筆の手書き原稿であり、原本はロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペテルブル
グ支部に保管されている。
　『露日辞書』を日本語訳したものとしては、これまでに、田中継根編訳（2001）の中に「露日
辞書（『ロシア語アルファベットによる日本語辞書』）」と題して収録されたものがある（以下、
田中2001）。ただし、後述するように、田中（2001）には、『露日辞書』の見出し語の欠落、活字
化上の誤植、また、誤訳と考えられる箇所や、語義不明として日本語訳を明示せずに処理されて
いる箇所などがあり、『露日辞書』の完全な日本語訳としては多くの問題点がある。
　これに対して、浅川・グリブ（2015）では、『露日辞書』のマイクロフィルム
（１）
による複製を底
本として、『露日辞書』のロシア語を活字化して日本語に翻訳し、キリル文字で記述された日本
語の活字化、および、アルファベット文字化をした。また、浅川・グリブ（2016）では、『露日
辞書』の見出し語となっているロシア語のうち、該当する日本語を理解する上で特に重要である
と考えられるものに註釈を加えた。本稿は、浅川・グリブ（2015，2016）での成果に基づき、田
中（2001）にある問題点を指摘するとともに、その問題点の一部を解消し、江戸時代中期におけ
る日本言語史資料としての『露日辞書』の正しい解釈の一助となることを目的とするものである。
　『露日辞書』からの引用は、特に断りのない限り、浅川・グリブ（2015）に拠り、引用箇所の
行頭には浅川・グリブ（2015）での正確な通し番号を４桁の数字で示した。『露日辞書』からの
ロシア語の引用は《　》内に示し、そのロシア語を直接日本語に翻訳したものは〈　〉内に示し
た。『露日辞書』にあるキリル文字で記述された日本語の語・語句はアルファベット表記をキリ
ル文字の直後の（　）内に示し、適宜、漢字や仮名を宛て「　」内に示した。図表等の表示と浅
川の注記は【　】で示した。
　なお、田中（2001）からの引用例を文中で表わす場合は{ 　 }内に示した。{ 　 }内のφは田中
（2001）での語句・語義説明の欠落箇所であることを表わす。{ 　 }内の「？・（？）」は田中（2001）
の原文のままである。
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１．『露日辞書』について
　『露日辞書』の１ページ目は扉である（【図１】参照）。３ページ目は皇帝アレクサンドル一世
（２）
へのレザノフの献辞、５〜６ページはレザノフの序文、７ページ目から《Словарь Японского 
языка.》〈日本語辞書〉という表題で露日辞書の本編が始まる
（３）
。
　本編は、誌面中の左側にロシア語の見出し語、右側がロシア語に対応するキリル文字で表記さ
れた日本語が記述されている（【図２】参照）。237ページまでに3458語のロシア語がキリル文字
のアルファベット順に見出し語として収録され、238ページから《Прибaвленїе.》〈追加〉とし
て61語のロシア語の見出し語が追加されている（【図３】参照）。
２．『露日辞書』の活字化と日本語訳および語義解釈の過程
　『露日辞書』はレザノフの自筆原稿であるため、これを日本言語史資料として平易に利用する
ためには、以下に挙げる①〜⑥の作業過程が必要となる。①『露日辞書』の収録語に総番号を付
す、②『露日辞書』の手書きのロシア語見出し語を活字化する、③『露日辞書』の手書きのキリ
ル文字表記の日本語を活字化する、④ロシア語を現代日本語に訳す、⑤キリル文字表記の日本語
をアルファベット文字化する、⑥キリル文字表記の日本語を漢字仮名交じりの表記にする、の六
つの過程である。⑥の作業は、キリル文字によって江戸時代の仙台方言が記述されているため、
日本語語彙としての語形と語義の解釈を要する。
　田中（2001）は、『露日辞書』の日本語訳にあたり「ロシア語の単語はレザーノフの原稿通り、
（当時の）ロシア文字で表し、日本語の単語はそれをラテン文字に転字して表した。更に四つの
欄を加えた。すなわち、まず通し番号を入れ、ロシア語の単語（Залпъ）の後に、その日本語
訳（一斉射撃）を加えた。すなわち全部で六つの欄からなる。これを番号、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、備
考とした。」と述べている。田中（2001）の冒頭箇所を示すと【表１】のとおりである。田中（2001）
は①②④⑤⑥の構成となっており、③原書のキリル文字表記の日本語の活字化はない。
【図１　扉】 【図２　本編】 【図３　追加】
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　田中（2001）に対して、浅川・グリブ（2015）は、①②③④⑤の構成によって公刊した。浅川・
グリブ（2015）の冒頭箇所示すと【表２】のとおりである。
番号 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 備考
1 Авосьлибо! 多分 Ооката! 大方
2 Авторъ 著者 特別の言葉無し
3 Адъ 地獄 Dzinkonku. 地獄
4 Адской 地獄の Dzinkonkuno. 地獄の
5 Азбука アルファベット Irofa. いろは
６ Актıôр 俳優 SHibajano jakusha. 芝居の役者
７ Алый 真赤な Momoiro. 桃色
８ Амбаръ 蔵 Kura. 蔵
９ Аммуницїя （兵士の）装備 Fitadare. 直垂れ（？）
10 Ангелъ 天使 Kvannonketaj. 観音卦体
卦体＝卦体神
（守り本尊）
（？）
11 Апельсинъ みかん Miɡan. 蜜柑
12 Аптека 薬屋 Kusuritana. 薬店
13 Арбузъ 西瓜 Suikva. 西瓜
14 Арсеналъ 兵器庫 Ikusano bunɡokura. 戦の武具蔵
15 Аршинъ アルシン、物差し SHakuɡane. 尺がね
【表１　田中（2001）の冒頭】
【表２　浅川・グリブ（2015）の冒頭】
通し番号 原書のロシア語 ロシア語の日本語訳
原書の日本語
（キリル文字）
原書の日本語
（ローマ字化）
А.
0001 Авосьлибо! 多分 Ооката! Ookata!
0002 Авторъ 著者・作者 専用の単語なし
0003 Адъ 地獄 Дзинконку. Dzinkonku.
0004 Адской 地獄の Дзинконкуно. Dzinkonkuno.
0005 Азбука アルファベット Ирофа. Irofa.
0006 Актıôр 俳優 Шибаяно якуша. SHibajano jakusha.
0007 Алый 真赤の Момоиро. Momoiro.
0008 Амбаръ 倉 Кура. Kura.
0009 Аммуницїя 軍装 Фитадаре. Fitadare.
0010 Ангелъ 天使 Кваннонкетай. Kvannonketaj.
0011 Апельсинъ 柑橘 Миганъ. Miɡan.
0012 Аптека 薬屋 Кусуритана. Kusuritana.
0013 Арбузъ スイカ Суиква. Suikva.
0014 Арсеналъ 兵器倉庫 Икусано бунгокурa. Ikusano bunɡokura.
0015 Аршинъ （1アルシンの）物差し Шакугане. SHakuɡane.
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３．ロシア語の見出し語の欠落
　田中（2001）では、『露日辞書』のロシア語の見出し語のうち次の４語が欠落している。その
ため、ロシア語の見出し語の総数に誤りがある。なお、本稿でロシア語の見出し語の語頭に付し
た番号は、浅川・グリブ（2015）において示した『露日辞書』の正確な通し番号である。
　　0590《― нε годно》Ягуни таджимашенъ.（JAɡuni tadzhimashen.）
　　0657《Гр той》Атамемаштано.（Atamemashtano.）
　　0673《Густо》Катаку.（Kataku.）
　　0909《Завязной》Мусубимаштано.（Musubimashtano.）
４．田中（2001）の語義不明の箇所の例
　田中（2001）では、『露日辞書』のロシア語の見出し語を日本語に翻訳しＢ欄に示すにあたり、
語義不明の場合は{ ？ }とし、また、語義を示してもその語義に疑いのある場合は{（？）}の記号
を用いてそれを示している。また、Ｄ欄ではキリル文字で記述された日本語の解釈を漢字仮名交
じりの表記で示しているが、語義不明や、存疑箇所である場合は、これにも{ ？ }・{（？）}の記
号を用いている（【表３】を参照）。
　本稿では、田中（2001）において、{？・（？）}の処理が施されている箇所を「語義不明の箇所」
と称することとする。
　田中（2001）には、Ｂ欄の{ ？ }が14箇所、Ｂ欄の{（？）}が９箇所、Ｄ欄の「？」が104箇所、
Ｄ欄の{（？）}が224箇所、備考欄の{ ？ }が２箇所、備考欄の{（？）}が１箇所ある。これら「語
義不明の箇所」の総数は354箇所である。『露日辞書』見出し語の総語数は3519語であるので「語
義不明の箇所」は全体の約10％を占めることとなる。浅川・グリブ（2015）では、田中（2001）
におけるＢ欄の「語義不明の箇所」をすべて解消した。【表３】の当該箇所を、浅川・グリブ（2015）
での成果に２の⑥の処理を加えて示すと以下のとおりである。
　　0091《Бεчотный》〈無数の〉Музанъ.（Muzan.）「無算」
　　0956 《Заманить》〈おびき出す〉Судзугани  юбаримаштεмо .（Sudzuɡan i 
jubarimashtemo.）「静かに呼ばれましても」
　　1139《Инд 》〈他のところ〉Хока.（Hoka.）「他」
　0091の「Muzan.」は「無算（＝無数・多数）」である。0956の（Sudzuɡani）は、仙台石巻方
言で［i］の中舌母音化したものが、ロシア語の音韻で聴解されて《u》と表記されたものと考え
【表３　田中（2001）のＢ・Ｄ「？・（？）」の例】
番号 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 備考
91 Бεчотный ？ Muzan. 無惨（？）
956 Заманить 誘う Sudzuɡani jubarimashtemo. ？よばりましても よばる＝誘う
1135 Инд ？ Khoka. ？
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られる。また、［k］・［ɡ］間での交替がある。田中（2001）にある語義不明の箇所の多くは、江
戸時代の仙台石巻方言の音声をロシア語の音韻に基づいて文字化されたものであり、語義の解釈
を困難にしているところであると考えられる
（４）
。
５．キリル文字活字化の誤植・脱落
　『露日辞書』の、レザノフ自筆のキリル文字を活字化するにあたり、田中（2001）には、語義
不明の箇所以外にも、{  }内に示すような誤植や脱落の例がある。下線のある語が正しい活字化
である。
　　0217《Б льмо》〈白内障〉Касури.（Kasuri.）「かすり」{ かすみ（？）}
　　0404《Входъ》〈入り口〉Хайру токоро.（Hajru tokoro.）「入るところ」{ 入るφ }
　　0808 《Д лить》〈分ける・割る〉Вакεмаштεмо.（Vakemashtemo.）「分けましても」{ 分
けましも }
　　0863《Жестоко》〈残酷に〉Нанъ.（Nan.）「難」{ なんか（？）}
　　1000 《Зародиться》〈生まれる〉Имаммаримаштεмо.（Imammarimashtemo.）「今生ま
れましても」{ 今生まれましたの（？）}
　　1038 《Заставать дома》〈家を訪ねて会える〉Учини ита учини икимаштεмо.（Uchini 
ita uchini ikimashtemo.）「うちに居た うちに行きましても」{ 家にいた、家に来まし
た }
　　1095《Зять, большой сест. мужъ》〈姉の夫〉Анимуго.（Animuɡo.）「姉婿」{ 兄婿 }
　　1173 《Какъ часто?》〈どの頻度で〉Нанни саисаи?（Nanni saisai?）{ Nanni saisan? }「何
に再々？」{ 何に再三？ }
　　1176 《Какой?》〈どのような〉Доноıôона?（Donojoona?）{ Sonojoona? }「どのような？」
{ どのような }
　　1571 《Мазнуть》〈一塗りする〉Фитокаири нуримаштεмо.（Fitokairi nurimashtemo.）
{ Fitokhairi nurimashtemo. }「ひとかえり塗りましても」{ ひとはいり（？）塗りまし
ても }
　　1650 《Молнїя сверкаетъ》〈稲妻が閃く〉Иназума фикаримасу, Инабикари 
фикаримасу.（Inazuma fikarimasu, Inabikari fikarimasu.）「稲妻光ります，稲光光
ります」{ 稲妻光りますφ }
　　1776《Назадъ》〈後ろへ〉Каити, адои.（Kaiti, adoi.）「返って，後へ」{ かえちゃ、後へ }
　　1895 《Нεпослушный》〈反抗的な・手に負えない〉Кикимашенно.（Kikimashenno.）
{ Kikimashen. }「聞きませんの」{ 聞きませんφ}
　　1923 《Нимало》〈少しも〜ない〉Читтодεмонай.（CHittodemonaj.）{ Chittomodemonaj. }
「ちっとでもない」{ ちっともでもない }
　　1962《Несчастье》〈不幸〉Бушиаваши.（Bushiavashi.）「ぶしあわせ」{ ぶっしゃわせ }
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　　2044 《Отъ кого》〈誰から〉Данга мото юри?（Danɡa moto juri?）{ Danɡa moto juri }「誰
が元より？」{ だんがもとよりφ}
　　2093 《Парить》〈蒸かす〉Фукашитемо.（Fukashitemo.）{ Fukashimashtemo. }「蒸か
しても」{ ふかしましても }
　　2121 《Перелезть》〈よじ登って越える〉Какεо ошини икимаштεмо.（Kakeo oshini 
ikimashtemo.）{ Kakeko oshini ikimashtemo. }「崖を押しに行きましても」{ ？行き
ましても }
　　2202 《Повиниться》〈非を認める〉Хакудıôошимаштемо.（Hakudjooshimashtemo.）
{ Khakudjooshimashtemo. }「白状をしましても」{ 白状しましても }
　　2239 《По крайней м р 》〈少なくとも〉Сорεмадено учини.（Soremadeno uchini.）
{ Soremademo uchini. }「それまでのうちに」{ それまでもうちに }
　　2324 《Потчивать》〈ご馳走する〉Шиндимаштεмо, гочисоошимаштεмо.（SHindimashtemo, 
ɡochisooshimashtemo.）「進じましても，御馳走しましても」{ 進ぜましょう、ご馳走
しましても }
　　2358 《Признаться》〈告白する〉Хакуджоо шимаштεмо.（Hakudzhoo shimashtemo.）「白
状をしましても」{ 白状しましても }
　　2364 《Провинченой》〈ネジで貫かれた〉Нεджиритано.（Nedzhiritano.）「捩りたの」
{ ねじりましたの }
　　2748 《Сманить》〈誘惑する〉Дамашимаштεмо.（Damashimashtemo.）{ Samashimashtemo. }
「騙しましても」{ さましましても }
　　2810 《Сохранить》〈保存する〉Даиджинишимаштεмо.（Daidzhinishimashtemo.）
{ Daidzhinishimaishtemo. }「大事にしましても」{ 大事にしまいましても }
　　3047 《Трεпεтать сердцу》〈ドキドキする〉Мунεнга одорокимаштεмо.（Munenɡa 
odorokimashtemo.）「胸が驚きましても」{ 胸がφ }
　　3080 《Трясти》〈揺する〉Хорокимаштεмо.（Horokimashtemo.）「ほろきましても」{ ほ
ろこしましても }
　　3108《Убавить》〈減らす〉Фирашитεмо.（Firashitemo.）「減らしても」{ 減らしましても }
　　3109 《Убирать》〈片付ける〉Субεмаштεмо.（Subemashtemo.）{ Sudemashtemo. }「す
べましても」{ 捨てましても }
　　3112《Уборъ》〈装束〉Суберу.（Suberu.）{ Suderu. }「すべる」{ 捨てる（？）}
　　3178 《Уполномочить》〈全権を委任する〉Нандεмо шита ıôони шимаштεмо.（Nandemo 
shita jooni shimashtemo.）「何でもしたようにしましても」{ 何でもしたいようにしま
しても }
　　3261 《Царапать》〈引っ搔く〉Кагимаштемо.（Kaɡimashtemo.）「掻きましても」{ かけ
ましても }
　　3486 《Сердиться》〈怒る〉Гошеякимаштемо.（Goshejakimashtemo.）「後世焼きまして
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も
（５）
」{ ごせやきしましても }
　　3489 《П р о щ а й !》〈さようなら〉О с а р а б а ,  о и т о м а м о о ш и м а с у .（O s a r a b a , 
oitomamooshimasu.）「おさらば，お暇申します」{ おさらば，お暇をします }
６．Ｂ欄の語義の存疑箇所
　田中（2001）は、『露日辞書』の見出し語のロシア語を日本語訳するにあたり、現代語ロシア
語の辞書に拠って日本語訳をしたものと考えられる。そのため、田中（2001）のＢ欄に示されて
いる日本語訳には、レザノフの用いた当時のロシア語の意味との相違が生じている箇所が見受け
られる。浅川・グリブ（2015）では、主に18〜19世紀に発行されたロシア語辞典の記述に依拠し
て『露日辞書』のロシア語を日本語に訳出した。その結果、次例のように『露日辞書』のキリル
文字で表記された日本語と意味の上で一致することとなった例がある。
　　0397《Всякой вечеръ》〈毎晩〉Маию-маию.（Maiju-maiju.）「毎夜毎夜」
　　　　　田中（2001）の日本語訳……{ 一日中 }
　　0731《Дикой, цв тъ》〈灰色〉Фаииро.（Faiiro.）「灰色」
　　　　　田中（2001）の日本語訳……{ 野生の }
　　1483 《Лихорадочной》〈発熱発作が起こる日〉Окори-окоро фи.（Okori-okoro fi.）「瘧起
こる日」
　　　　　田中（2001）の日本語訳……{ 神経の高ぶった日 }
　　3199《Уховεртка》〈耳掻き〉Мимикуджири.（Mimikudzhiri.）「耳抉り」
　　　　　　田中（2001）の日本語訳……{ はさみ虫 }
　田中（2001）におけるＢ欄の語義の存疑箇所の主なものを挙げると以下のとおりである（上記
の例を含む）。{　}内は田中（2001）の日本語訳である。〈　〉内に示したロシア語の日本語直訳、
および、「　」内に示したキリル文字日本語の解釈とは意味において対応がみられる。キリル文
字表記の日本語を考慮しつつ、〈　〉と{　}とを比較すると、田中（2001）での日本語訳の誤り
は明らかである。
　　0095《Бережливость》〈倹約〉{ 思いやり } Таисецу.（Taisetsu.）「大切」
　　0150《Больной》〈病人〉{ 病気の
（６）
 } Ямаисуруно.（JAmaisuruno.）「病するの」
　　0164 《Бранчивой》〈悪態をつく〉{ 喧嘩好きの } Харатацуфито.（Haratatsufito.）「腹立
つ人」
　　0368《Впрочемъ》〈ただし〉{ しかし
（７）
 } Миннани.（Minnani.）「皆に」
　　0379《Врубить》〈斧を入れる〉{ はめ込む
（８）
 } 
　　0396 《Всякой день》〈毎日・どの日でも〉{ 一日中 } Майничи-финичи.（Majnichi-finichi.）
「毎日、日にち」
　　0397《Всякой вечеръ》〈毎晩〉{ 一晩中 } Маию-маию.（Maiju-maiju.）「毎夜毎夜」
　　0398《Всякое утро》〈毎朝〉{ 午前中 } Маиаса-маиаса.（Maiasa-maiasa.）「毎朝毎朝」
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　　0399《Всякую ночь》〈どの夜も〉{ 一晩中 } Маибанъ-майıô.（Maiban-majjo.）「毎晩毎夜」
　　0426《Вывести》〈連れ出す〉{ 追い出す
（９）
 } 
　　0687 《Дареной》〈贈られた〉{ 与えられた } Куремаштано.（Kuremashtano.）「呉れまし
たの」
　　0690 《Дать себе》〈くれる・自分に与える〉{ 手に入れる（？）} Кашимаштεмо.
（Kashimashtemo.）「貸しましても」
　　0731《Дикой, цв тъ》〈灰色〉{ 野生の } Фаииро.（Faiiro.）「灰色」
　　0753《Дов ренность》〈信頼〉{ 委任状 } Магодониомотε.（Maɡodoniomote.）「真に思って」
　　0835《Жарко》〈暑く〉{ 熱い
（10）
 } Адзугодзару.（Adzuɡodzaru.）「熱うござる」
　　0836《Жарчае》〈もっと暑く〉{ 熱ござる } Матто адзуку.（Matto adzuku.）「もっと熱く」
　　0862 《Жестко》〈硬く〉{ 堅い
（11）
 } Явакоку-машенъ.（JAvakoku-mashen.）「やわこく-ま
せん」
　　0863《Жестоко》〈残酷に〉{ 激しく } Нанъ.（Nan.）「難」
　　0872《Жила》〈筋〉{ 血管 } Суди.（Sudi.）「筋」
　　0873《Жильной》〈筋張った〉{ 血管の } Судино.（Sudino.）「筋の」
　　0933 《Зажать ротъ》〈物で口をふさぐ〉{ 口くえましても
（12）
 } Кучи куемаштεмо.（Kuchi 
kuemashtemo.）「口くえましても」
　　0953 《Замарать》〈汚す〉{ 塗りつぶす } IÔнгошимаштεмо.（JOnɡoshimashtemo.）「汚
しましても」
　　0954 《Замарной》〈汚された〉{ 塗りつぶされた } IÔнгошимаштано.（JOnɡoshimashtano.）
「汚しましたの」
　　0966 《Зам шать》〈良くないことに巻き込む〉{ じゃまする } Джамаошимаштемо.
（Dzhamaoshimashtemo.）「邪魔をしましても」
　　0981 《Запехнуть》〈押し込む〉{ 炒る（？）} Иримаштемо.（Irimashtemo.）「入れまし
ても」
　　1002 《Зарыть въ землю》〈土に埋める〉{ 土搔きましても } Цудзикакимаштεмо.
（TSudzikakimashtemo.）「土懸けましても」
　　1170《Кайма》〈織物の縁〉{ 鶴嘴 } Фучи.（Fuchi.）「縁」
　　1199 《Карячиться》〈強情を張る〉 {  不格好に体をくねらせる }  Нобимаштемо.
（Nobimashtemo.）「述べましても」
　　1236《Клевъ》〈家畜小屋〉{ 嘴 } Мая.（Maja.）「馬屋」
　　1321《Короста》〈疥癬〉{ かさぶた } Ашемо.（Ashemo.）「汗疹」
　　1322 《Коростливой》〈疥癬だらけの〉{ かさぶたの } Ашемононо.（Ashemonono.）「汗疹
のの」
　　1325 《Корчить》〈身をよじらせる〉{ けいれんさせる } Суку маримаштεмо.（Suku 
marimashtemo.）「竦まりましても」
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　　1507《Лоскутъ》〈切屑〉{ ぼろきれ } Кудзу.（Kudzu.）「屑」
　　1533《Лыко》〈靭
じん
皮
ぴ
・剥がされた木の皮〉{ 広葉樹 } Фенгасу.（Fenɡasu.）「剥がす」
　　1599 《Мерзской》〈忌まわしい〉{ 汚らわしい } Шиндаıôно фито.（SHindajono fito.）「死
んだようの人」
　　1656 《 М о р и т ь 》〈 苦 し ま せ て 殺 す 〉 {  根 絶 す る  }  Ф и д а р и у ш и м а ш т е м о .
（Fidariushimashtemo.）「ひだるうしましても」
　　1681 《Мудрость》〈賢明さ・複雑さ〉{ 難しさ } Музукаваши.（Muzukavashi.）「むずか
わしい」
　　1682 《Мудрой》〈賢明な・複雑な〉{ 面倒な } Музукавашино.（Muzukavashino.）「むず
かわしの」
　　1793 《На лицо》〈顔に出す・顔に表われる〉{ 顔は } Каодашива.（Kaodashiva.）「顔出
しは」
　　1809 《Напротивъ того》〈しかるべき正面に〉{ 向かって } Минна бунди.（Minna 
bundi.）「皆分で」
　　2005 《Окислой》〈酸化した〉{ 酸っぱい（？）} Скакунаримаштано.（Skakunarimashtano.）
「酸かくなりましたの」
　　2141《Пестикъ》〈杵〉{ 雌しべ } Кинги.（Kinɡi.）「杵」
　　2142《Пестрой》〈雑色の〉{ まだらの } Конгатацуки.（Konɡatatsuki.）「紺型付き」
　　2289 《Порокъ》〈悪徳〉{ 欠陥 } Оканаикотоно варуи кото.（Okanaikotono varui koto.）
「おっかない事の悪い事」
　　2335《Право, droit》〈法律〉{ 権利 } Рїо.（Rio.）「令」
　　2371 《Прожить время》〈時間を過ごす〉{ 暮らす } Соношεцуни сумимаштεмо.
（Sonoshetsuni sumimashtemo.）「その節にすみましても」
　　2376 《П р о м о к н у т ь》〈びしょ濡れになる〉 {  水分を吸い取る（？） }  Н у р и н г а 
таримаштεмо.（Nurinɡa tarimashtemo.）「濡れが垂れましても」
　　2377 《Промокнутый》〈びしょ濡れになった〉{ 水分を吸い取られた（？）} Нураштано.
（Nurashtano.）「濡らしたの」
　　2491 《 Р а з л и т ь 》〈 注 ぎ 分 け る 〉 {  注 ぎ 入 れ る  }  Ц у н г и к а и ш и м а ш т е м о .
（TSunɡikaishimashtemo.）「注ぎ替えしましても」
　　2566《Рогатка》〈木製の遮断機〉{ 逆茂木 } Кидо.（Kido.）「木戸」
　　2694《Сивой》〈葦色の・白髪の〉{ 葦毛の } Усуширои.（Usushiroi.）「薄白い」
　　2770《Сносно》〈そう悪くなく〉{ 耐えられる } Тоосуно.（Toosuno.）「当座の」
　　3101《Т сто》〈生地〉{ パンの生地 } Нарашεмоно.（Narashemono.）「均しもの」
　　3199《Уховεртка》〈耳掻き〉{ はさみ虫 } Мимикуджири.（Mimikudzhiri.）「耳抉り」
　　3216《Фитиль》〈火縄〉{ 蠟燭の芯 } Финава.（Finava.）「火縄」
　　3269《Ц льно》〈一体で〉{ 単一に } Маддоно.（Maddono.）「真っ当の」
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　　3299《Челнокъ》〈丸木舟〉{ どっきぶね } Доккибуни.（Dokkibuni.）「解船（潰船）」
７．Ｂ欄の語義不明の箇所
　田中（2001）には、Ｂ欄でロシア語の日本語訳を不明{ ？ }としている箇所が14箇所ある。本
稿では、次例のとおり〈　〉内に語義の解釈を示す。
　　0091《Бεчотный》〈無数の〉Музанъ.（Muzan.）「無算」
　　0955《Замараха》〈だらしない人〉IÔнгоретано.（JOnɡoretano.）「汚れたの」
　　1139《Инд 》〈他のところ〉Хока.（Hoka.）「他」
　　1350《Крапить》〈斑点模様をつける〉Учимаштемо.（Uchimashtemo.）「打ちましても」
　　1671《Мошня у нεвода》〈引き網袋部の腹網〉Аминофукуро.（Aminofukuro.）「網の袋」
　　2065《Очагъ съ подмосткомъ》〈かまど〉Кундо.（Kundo.）「竈突」
　　2109 《Параплви, отъ дожжа》〈雨傘〉Каракаса, сашикаса.（Karakasa, sashikasa.）「唐
傘，差し傘」
　　2461《Проса жолтая》〈黍〉Ава.（Ava.）「粟」
　　2462《Проса чорная》〈粟〉Фии.（Fii.）「稗」
　　3164《Улитка большая》〈大きい巻貝・蝸牛〉Хоранокаи.（Horanokai.）「法螺の貝」
　　3165《Улитка малεнькая》〈小さい巻貝・蝸牛〉Садзаи.（Sadzai.）「栄螺」
　　3215《Фершалъ》〈医師の助手〉Камеюи.（Kamejui.）「髪結い
（13）
」 
　　3509《Разсв тъ》〈日の出〉IÔаки.（JOaki.）「夜明け」
　　3512《Стручья гороховыя》〈エンドウ豆のさや〉Мояшимамε.（Mojashimame.）「糵豆」
８．Ｄ欄の語義の存疑箇所
　田中（2001）のＤ欄は、キリル文字で表記された日本語の語義を解釈して仮名や漢字を充てた
ものであるが、語義不明の箇所が224箇所ある。次に挙げる例は、語義不明の箇所の主なものに
本稿が「　」内に語義の解釈を示したものである。ただし、{　}は田中（2001）による。
　　0053 《Безжалостный》〈無情の〉Каваи котоо ширимашεнъ.（Kavai kotoo 
shirimashen.）「可愛いことを知りません」{ かばう（？）ことを知りません }
　　0073 《Безпрестанно》〈絶えずに〉Ямεмашенцуне.（JAmemashentsune.）「やめません常」
{ やめませんつね
（14）
（？）} 
　　0120《Близорукой》〈近視の〉Чичикаме.（CHichikame.）「近眼」{ ちちゃか（？）目 }
　　0154《Боровъ》〈去勢豚〉Отокубуда.（Otokubuda.）「雄豚」{ ？ぶた }
　　0181《Брюханъ》〈太鼓腹の人〉Чуманхара.（CHumanhara.）「充満腹」{ ？腹 }
　　0200 《Буянъ》〈乱暴者〉Кенквасуна фито.（Kenkvasuna fito.）「喧嘩すの人」{ 喧嘩す
な人（？）}
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　　0217《Б льмо》〈白内障〉Касури.（Kasuri.）「掠り」{ かすみ（？）}
　　0225《Ведро》〈バケツ〉Тезуке.（Tezuke.）「手付け
（15）
」{ 手つけ（？）}
　　0226 《Ведерко》〈手桶〉Чисай тезуке.（CHisaj tezuke.）「小さい手付け」{ 小さい手つ
け（？）}
　　0245《Ветошка》〈ぼろ（布）〉Модара.（Modara.）「もだら
（16）
」{ もだら }
　　0249《Вещь》〈物
（17）
〉Мина.（Mina.）「皆」{ みな（？）}
　　0370 《Врагъ》〈敵〉Фито того цокиотосумоно.（Fito toɡo tsokiotosumono.）「人咎突き
落とす者」{ 人？落とすもの }
　　0376 《Вредной челов къ》〈意地の悪い人〉Докунай суру фито.（Dokunaj suru fito.）「徳
ないする人」{？する人 }
　　0434 《Выглянуть》〈覗く〉Мангатимимаштεмо.（Manɡatimimashtemo.）「慢勝見まし
ても」{ 曲がってみましても }
　　0457 《Выжить срокъ》〈寿命を尽くす〉Сyмемаштемо ядобини.（Sumemashtemo 
jadobini.）「すみましても八度に」{ 過ぎましたの？}
　　0475 《 В ы к о н о п а т и т ь 》〈槙皮を詰めて隙間を埋める〉 Н о м и у д ж и м а ш т ε м о .
（Nomiudzhimashtemo.）「筎打ちましても」{ のみうちましても（？）}
　　0535《В сить》〈重さが掛かる・量る〉Какεтεмо.（Kaketemo.）「掛けても」{ かけても（？）}
　　0544 《В ять》〈吹く（自動詞）〉Мидефукимаштемо.（Midefukimashtemo.）「身で吹き
ましても」{ 見て（？）吹きましても
（18）
 } 
　　0585《Гн здо》〈巣・家族としての家〉 дзу.（Edzu.）「家（うづ）」{ えず＝巣 }
　　0749《Доказательство》〈証拠・証明・論証〉Кикаше.（Kikashe.）「聞かせ」{ 聞かせ（？）}
　　0846 《Желвакъ》〈噛むとき頰にたかまる肉〉Харεмашта.（Haremashta.）「腫れました」
{ 腫れました（？）}
　　0892《Забава》〈遊び・邪魔〉Васурава.（Vasurava.）「和すらわ」{ わすら（？）}
　　0893《Забавно》〈おもしろい〉Васурао.（Vasurao.）「和すろう」{ わすら（？）}
　　0894 《Забавляться》〈面白がる・気晴らしをする〉Васурао шимаштεмо.（Vasurao 
shimashtemo.）「和すろうしましても」{ わすらを（？）しましても}
　　0902 《Завидовать》〈羨む〉Фитоно такара кадεмаштεмо.（Fitono takara 
kademashtemo.）「人の宝かでましても
（19）
」{ 人の宝かぜましても（？）}
　　0915 《Заглядывать》〈覗き見る〉Мангатемимаштεмо.（Manɡatemimashtemo.）「まん
がち見ましても」{ まがって見ましても }
　　0948 《Заложить》〈質に入れる〉Шитиниукимаштεмо.（SHitiniukimashtemo.）「質に
受けましても」{ しちに行きましても（？）}
　　0956 《Заманить》〈おびき出す〉Судзугани  юбаримаштεмо .（Sudzuɡan i 
jubarimashtemo.）「静かに呼ばれましても」{？よばりましても }
　　1146 《Искоренить》〈根絶する〉Адодай нашини шимаштεмо.（Adodaj nashini 
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shimashtemo.）「後代なしにしましても」{？なしにしましても }
　　1199 《Карячиться》〈強情を張る〉Нобимаштемо.（Nobimashtemo.）「述べましても」
{ のびましても（？）}
　　1233《Кладьбище》〈墓地〉Хотокиара.（Hotokiara.）「新仏（あらぼとけ）」{ 仏？}
　　1288《Кол но》〈膝〉Фиджакабо.（Fidzhakabo.）「膝こぼ」{ ひじゃかぶ }
　　1460《Лейка》〈じょうろ〉Яриоке.（JArioke.）「破れ桶」{ やりおけ }
　　1461《Лента》〈リボン〉Хософери.（Hosoferi.）「細領巾」{ 細へり（？）}
　　1490 《Лобызать》〈接吻する〉Чивашимаштεмо.（CHivashimashtemo.）「痴話しましても」
{？しましても }
　　1558 《Любимецъ》〈寵児〉Итчи киниитта фито.（Itchi kiniitta fito.）「いっち気に入っ
た人」{ 一？気に入った人 }
　　1632《Мозгъ》〈脳〉Атамано абура.（Atamano abura.）「頭の油」{ 頭の油
（20）
（？）} 
　　1667《Мохъ》〈苔〉Юваака.（JUvaaka.）「岩垢
（21）
」{ 岩垢（？）}
　　1706《М лъ》〈チョーク〉Широиюва.（SHiroijuva.）「白い岩」{ 白い？}
　　1776《Назадъ》〈後ろへ〉Каити, адои.（Kaiti, adoi.）「返って，後へ」{ かえちゃ、後へ }
　　1793《На лицо》〈顔に出す〉Каодашива.（Kaodashiva.）「顔出しは」{ 顔だちは（？）}
　　1819 《Насорить》〈ゴミだらけにする〉Шиошимаштемо.（SHioshimashtemo.）「塩しま
しても」{ 塩しましても
（22）
（？）} 
　　1828《Насосъ》〈ポンプ〉Спо.（Spo.）「苞
（23）
」{ スポ（？）}
　　1846《На тощакъ》〈空腹で〉Харахоши.（Harahoshi.）「腹欲しい」{ 腹細い（？）}
　　1877 《Нεздорово》〈非健康的に〉Киıôкунга варуи, бıôогинга варуи.（Kijokunɡa varui, 
bjooɡinɡa varui.）「気力が悪い，病気が悪い」{？が悪い、病気が悪い }
　　2099 《Парчевой》〈錦の・金襴の〉Кинжано оримоно.（Kinzhano orimono.）「錦紗の織物」
{？織物 }
　　2113 《Переб жать》〈走って通過する〉Какео ошини хашимаштεмо.（Kakeo oshini 
hashimashtemo.）「駆け足に馳せましても」{？馳せましても }
　　2115 《Перевозить》〈運ぶ〉Какео ошини вадаши маштεмо.（Kakeo oshini vadashi 
mashtemo.）「掛けを押しに渡しましても」{？渡しましても }
　　2180 《Плесть волосы》〈髪を編む〉Камимаштемо.（Kamimashtemo.）「髪編みましても」
{ 髪？}
　　2193《Пл сень》〈カビ〉Кабуре.（Kabure.）「かぶれ」{ かぶれ（？）}
　　2406《Пружина》〈ばね〉Шшинъ.（SHshin.）「四肢」{ 芯（？）}
　　2466 《Работникъ》〈働き手〉Едоби, кашенгининъ.（Edobi, kashenɡinin.）「雇い，稼ぎ
人」{？、稼ぎ人 }
　　2558 《Рд ть》〈赤くなる〉Демоношимаштεмо.（Demonoshimashtemo.）「出物しましても」
{ 出紋しましても（？）}
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　　2577《Роскошь》〈贅沢〉Даики.（Daiki.）「大家」{ 大気（？）}
　　2582《Россїя》〈ロシア〉Шимокара.（SHimokara.）「縞柄」{ 下唐（？）}
　　2593《Ручка у вещи》〈ハンドル〉Фитте.（Fitte.）「引っ手」{ ひって（？）}
　　2770《Сносно》〈そう悪くなく〉Тоосуно.（Toosuno.）「当座の」{ 通すの（？）}
　　2813《Солома》〈藁〉Комоникара.（Komonikara.）「薦の殻」{ こもにから（？）}
　　2814 《Соломенной》〈藁の〉Комоникарано.（Komonikarano.）「薦の殻の」{ こもにか
らの（？）}
　　2892《Суεта》〈空騒ぎ〉Тодоранга.（Todoranɡa.）「蹈鞴が」{ とどろない（？）}
　　2893 《Суεтиться》〈あくせくする〉Тодораннашини шимаштемо.（Todorannashini 
shimashtemo.）「蹈
た た ら
鞴なしにしましても」{ とどらんなしにしましても（？）}
　　2994《Тиранъ》〈暴君〉Бунинъ.（Bunin.）「無人」{ 無人（？）}
　　3003《То-то!》〈そのところだ〉Соорε!（Soore!）「そうれ！」{ そおれ（？）}
　　3071 《Трудно》〈難しく〉Таикуцуно.（Taikutsuno.）「退屈の（困り果てること）」{ 退屈
の（？）}
　　3085《Тулья》〈帽子の頂〉Гурури.（Gururi.）「枢」{ ぐるり（？）}
　　3089《Тупо》〈鈍く・切れが悪く〉Ханоной.（Hanonoj.）「刃のない」{ 歯のない（？）}
　　3094《Туязъ, буракъ》〈樹皮製の籠〉Дура.（Dura.）「銅鑼」{ つづら（？）}
　　3112《Уборъ》〈装束〉Суберу.（Suberu.）「滑る（蒲団
（24）
）」{ 捨てる（？）}
　　3133 《Удавить》〈絞殺する〉Кубику какари шимаштεмо.（Kubiku kakari 
shimashtemo.）「頸木掛かりしましても」{ 首くかかりしましても（？）}
　　3184 《Усердїе》〈熱心・粘り強さ・よく頑張る心〉Агушинно годзару.（Aɡushinno 
ɡodzaru.）「あぐしのござる
（25）
」{？ござる }
　　3231《Хвастунъ》〈自慢屋〉Икою фито.（Ikoju fito.）「厳
いこ
う言う人」{ 威光言う人（？）}
　　3232 《Хвастать》〈自慢する〉Икоо ангьимаштεмо.（Ikoo anɡ’imashtemo.）「厳
いこ
う上げま
しても」{ 威光上げましても（？）}
　　3240《Хозяйка》〈女主〉Даннакама.（Dannakama.）「旦那竈」{ 旦那上（かみ）（？）}
　　3287 《Чахнуть》〈やつれる〉Мираноямаи шимаштεмо.（Miranojamai shimashtemo.）「腎
病しましても」{？病しましても }
　　3288《Чахотка》〈肺結核〉Мираноямаи.（Miranojamai.）「腎病」{？病 }
　　3296 《Чваниться》〈威張る〉Кидафуримаштεмо.（Kidafurimashtemo.）「肩張りまして
も
（26）
」{ きだふりましても（？）}
　　3297 《Чей?》〈誰の〉Данга? Фиренга?（Danɡa? Firenɡa?）「誰のが？ 触れが？」{ だんが？
φ }
　　3351《Шагъ》〈一歩・仕事の一つの段階〉Анго.（Anɡo.）「あぐ
（27）
」{ あご }
　　3352 《Шагать》〈歩む・ステップを進める〉Ангоцуримаштемо.（Anɡotsurimashtemo.）「あ
ぐつりましても」{ あごつりましても }
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　　3370《Шершавой》〈ざらざらした〉Чичике.（CHichike.）「縮け」{ ちち毛 }
　　3409《Штаны》〈ズボン〉Ханкомомофики.（Hankomomofiki.）「穿く股引」{？ももひき }
　　3410《Щавель》〈酸葉・ギシギシ〉Сукана.（Sukana.）「杉菜」{ 酸か菜（？）}
　　3473 《Плεвальница》〈痰壷〉Фаифуки, танфаки.（Faifuki, tanfaki.）「灰吹，痰吐き」{？、
痰吐き }
　　3477 《В теръ противной》〈向かい風
（28）
〉Ашикива кади.（Ashikiva kadi.）「悪しきは風」{？
風 }
　　3479 《Чεтвεрть, 4я часть》〈四分の一〉Шикаичи, ıôцуфитоцу.（SHikaichi, 
jotsufitotsu.）「四箇一，四つ一つ」{？四つ一つ }
　　3486 《Сердиться,〃》〈怒る〉Гошеякимаштемо.（Goshejakimashtemo.）「後世焼きまし
ても
（29）
」 
　　3491《Правило》〈規則〉Хонтоони, шихоо.（Hontooni, shihoo.）「本道に，仕法」{ 本当に、？}
　　3513 《Стручковый пεрεцъ》〈唐辛子〉Тоонгараши, намба.（Toonɡarashi, namba.）「唐
辛子，南蛮」{ とうがらし、？}
９．Ｄ欄の語義の不明箇所
　田中（2001）には、次例のように、Ｄ欄でキリル文字表記の日本語の語義を不明{ ？ }として
いる箇所が104箇所ある。次に挙げる例は、そのうちの主なものに本稿が「　」内に語義の解釈
を示したものである。
　　0103《Бисеръ》〈ビーズ〉Одоме.（Odome.）「尾止め」
　　0106《Бичь》〈鞭・災難〉Джитень.（Dzhiten’.）「十手」
　　0292《Водяная бол знь》〈水腫〉Шоки.（SHoki.）「腫気」
　　0368《Впрочемъ》〈但し〉Миннани.（Minnani.）「皆に」
　　0387 《Вскружить》〈回らせる
（30）
〉Мингамаримаштемо.（Minɡamarimashtemo.）「目が回
りましても」
　　0427 《Выворотить》〈裏返しにする〉Фикаи шимаштемо.（Fikai shimashtemo.）「引っ
返しましても」
　　0428《Вывороченой》〈裏返した〉Фикаиштано.（Fikaishtano.）「引っ返しましたの」
　　0592《Голубой》〈空色の〉Онандо.（Onando.）「御納戸
（31）
」 
　　0667《Гумно》〈脱穀場〉Учинги.（Uchinɡi.）「打木（杵）」
　　0731《Дикой, цв тъ》〈灰色〉Фаииро.（Faiiro.）「灰色」
　　0774《Досадить》〈癪に障る〉Стεмаштεмо.（Stemashtemo.）「捨てましても」
　　0927 《Задориться》〈短気な振る舞いをする〉Шикаташимаштεмо.（SHikatashimashtemo.）
「仕方しましても」
　　0928 《Задорный》〈活気に満ちた〉Шикаташимаштано.（SHikatashimashtano.）「仕方
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しましたの」
　　1022《Засыхать》〈乾く〉Фимаштемо.（Fimashtemo.）「乾ましたの」
　　1026 《Затыкать》〈物を入れて穴を塞ぐ〉Мадаиримаштемо.（Madairimashtemo.）「ま
た入れましても」
　　1030《Защитить》〈守る・危険を遮る〉Саимаштемо.（Saimashtemo.）「障えましても」
　　1115 《Изв стить》〈知らせる〉Одовошимаштεмо.（Odovoshimashtemo.）「音をしまし
ても」
　　1128《Изъустно》〈口伝えで〉Жикини.（ZHikini.）「直に」
　　1155《Исторїя》〈歴史〉Гуншоо.（Gunshoo.）「群書」
　　1170《Кайма》〈織物の縁〉Фучи.（Fuchi.）「縁」
　　1215《Келья》〈僧房〉Мендзо.（Mendzo.）「眠蔵」
　　1236《Клевъ》〈家畜小屋〉Мая.（Maja.）「馬屋」
　　1326《Корыто》〈たらい〉Дотки.（Dotki.）「土器」
　　1421《Курильница》〈香炉〉Ддıôого.（Ddjooɡo.）「漏斗」
　　1426《Кустъ》〈灌木・根から数本幹がある木〉Чоппорито.（CHopporito.）「ちょっぽりと」
　　1488《Лишь》〈ただ〜だけしかない〉Сореıô.（Sorejo.）「それよ」
　　1496《Лодка》〈小舟〉Теммако.（Temmako.）「伝馬子」
　　1656 《Морить》〈苦しませて殺す〉Фидариушимаштемо.（Fidariushimashtemo.）「ひだ
るうしましても」
　　1739《Навозъ》〈厩肥〉Ичиданни.（Ichidanni.）「一駄に」
　　1740《Навозный》〈厩肥の〉Ичиданно.（Ichidanno.）「一駄の」
　　1972《Объявить》〈公表する〉Ташимаштεмо.（Tashimashtemo.）「達しましても」
　　2081《Пазъ》〈溝〉Санъ.（San.）「桟」
　　2098《Парча》〈錦・金襴〉Кинжа ору.（Kinzha oru.）「錦紗織る」
　　2141《Пестикъ》〈杵〉Кинги.（Kinɡi.）「杵」
　　2142《Пестрой》〈雑色の〉Конгатацуки.（Konɡatatsuki.）「紺型付き」
　　2163 《Пищать》〈甲高い声で鳴く・話す〉Шинникоишимаштемо.（SHinnikoishimashtemo.）
「死に声しましても」
　　2181《Плеть》〈鞭〉Джиттень.（Dzhitten’.）「十手」
　　2227《Поднять》〈上げる・挙手〉Такайтемо.（Takajtemo.）「高い手も」
　　2267《Полынь》〈ヨモギ
（32）
〉Тадонъ.（Tadon.）「たどん」
　　2281《Позументъ》〈飾り緒・モール〉Сасафири.（Sasafiri.）「笹縁」
　　2543《Рεвень》〈ダイオウ〉Ооренъ.（Ooren.）「黄蓮」
　　2545《Рεвностно》〈熱心に〉Кантанъ-о.（Kantan-o.）「肝胆を」
　　2551《Репей》〈ゴボウ〉Гомботани.（Gombotani.）「牛蒡たぎ」
　　2590《Руда》〈鉱石〉Цуру.（TSuru.）「地利」
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　　2650《Сандалъ》〈白檀〉Суо.（Suo.）「蘇芳」
　　2693《Сельдь》〈ニシン〉Коносеру, конотои.（Konoseru, konotoi.）「鰶，子の取り
（33）
」 
　　2732《Слогъ》〈文体〉Анга.（Anɡa.）「顎（おしゃべり、物の言いぶり）」
　　2840《Стадо》〈畜群
（34）
〉Кадзуроку（Kadzuroku）「かしらご
（35）
」 
　　2866 《Стрекотать》〈ころころと鳴く〉Икаикамεкимаштεмо.（Ikaikamekimashtemo.）「い
かいかめきましても」
　　2874《Стропило》〈垂木〉Ямуне.（JAmune.）「屋棟」
　　2915《Сыпь》〈発疹〉Шидзу.（SHidzu.）「湿」
　　2937《С чка》〈切断・庖丁・挽き割り穀物〉Маррокири.（Marrokiri.）「円錐」
　　2973《Тεмя》〈頭頂部〉Фикоми.（Fikomi.）「引込
（36）
」 
　　3030《Точило》〈砥石〉Курумато.（Kurumato.）「切り真砥」
　　3041《Травить》〈毒殺する〉Кεширокакεтεмо.（Keshirokaketemo.）「下手を掛けても」
　　3101《Т сто》〈生地〉Нарашεмоно.（Narashemono.）「均しもの」
　　3185《Усердной》〈熱心な〉Агушинно.（Aɡushinno.）「あぐしの」
　　3222《Футляръ》〈小箱〉Донгоири.（Donɡoiri.）「道具入れ」
　　3225《Харчевня》〈飯屋〉Ничая.（Nichaja.）「野茶屋」
　　3228《Харя》〈つら・顔
（37）
〉Бунинтай.（Bunintaj.）「無人体」
　　3250《Храбрость》〈勇敢〉Кикару.（Kikaru.）「気凝る」
　　3251《Храбриться》〈強がる〉Кикоримаштемо.（Kikorimashtemo.）「気凝りしましても」
　　3316《Чεснокъ》〈ニンニク〉Ассацуи.（Assatsui.）「浅葱」
　　3339《Чубукъ》〈キセル・パイプの柄〉Рау.（Rau.）「羅宇」
　　3342《Чугунъ》〈鋳鉄〉Дзугу.（Dzuɡu.）「銑」
　　3343《Чугунной》〈鋳鉄の〉Дзугуно.（Dzuɡuno.）「銑の」
　　3367《Шероховато》〈ざらざらして〉Такaифики.（Takaifiki.）「違い（違縄）引き」
　　3420《Щепотка》〈一つまみ〉Фитоцуми.（Fitotsumi.）「一摘み」
　　3438《Яблоко》〈林檎〉Дзумбаи.（Dzumbai.）「椿（椿桃・つばいもも）」
　　3455《Ястребъ》〈大鷹〉Мисангу.（Misanɡu.）「御先（神が使者として遣わす動物）」
おわりに
　『露日辞書』は、日本言語史資料として、また、江戸時代中期の仙台石巻方言の資料として重
要な資料である。しかし、『露日辞書』中にあるキリル文字で表記された日本語を言語史資料と
して扱う場合には、『露日辞書』がレザノフと日本人方言話者との音韻上の理解が重なる範囲内
から産出された資料であることに留意する必要がある
（38）
。『露日辞書』の日本語訳として田中（2001）
があるが、これには語義不明の箇所や誤りが多く、言語研究の使用に耐えないところがある。『露
日辞書』を言語史資料とする際には、原書を実見するとともに、浅川・グリブ（2014,2015,2016）
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を参照するなど、慎重な姿勢が求められる。
【注】
（１） 『露日辞書』は、そのマイクロフィルムが宮城県図書館に収蔵されている。大島（1996）に
マイクロフィルム収蔵に至った経緯についての記述がある。
（２） アレクサンドル１世（1772〜1825年、在位：1801〜1825年）は、ロシア帝国ロマノフ朝第
10代の皇帝。
（３）『露日辞書』の２ページ目、４ページ目は白紙である。
（４）浅川（2016）参照。
（５）「後世焼きましても」は仙台方言「ごしゃく」（「怒る、叱る」の意）の語源である。
（６） 0150《Больной》は、形容詞が名詞化して「病人」の意になったものである。対応する日
本語はЯмаисуруно.（JAmaisuruno.）「病するの」であり、「の」は準体助詞であると考
えられる。
（７） 0368《Впрочемъ》は、接続詞としては〈ただし〉の意であるが、副詞の場合は〈その他
に関しては〉の意である。日本語のМиннани.（Minnani.）「皆に」は、〈その他の皆に関
しては〉という意味であると考えられる（浅川・グリブ2016）。
（８） 0379《Врубить》〈斧を入れる〉の箇所は「Рубить参照。」と空見出しになっており、キリ
ル文字日本語の記述はない。
（９） 0426《Вывести》〈連れ出す〉の箇所は、「Выгнать参照。」と空見出しになっており、キ
リル文字日本語の記述はない。
（10） 0835《Жарко》〈暑く〉、0836《Жарчае》〈もっと暑く〉はともに副詞である。田中（2001）
で{ 熱い }と形容詞として訳すのは誤りである。
（11） 0862《Жестко》〈硬く〉は副詞である。田中（2001）で{ 堅い }と形容詞として訳すのは誤
りである。
（12） 0933《Зажать ротъ》〈物で口をふさぐ〉は、《Зажать в ротъ》のように前置詞《в》があ
ると〈口にくわえる〉の意となる。
（13） ドイツ語の“Feldscher”を語源とする《Фельдшер》の古語・俗語的な変形である。当
時は《Фельдшер》が医師のみならず理髪師の役割も兼ねていた（浅川・グリブ2015）。
（14） 「やめません常」は、ロシア語の語順に日本語訳したグロスの一種である。レザノフ執筆の
『日本語理解の手引き』に同様の例が見られる（浅川2015）。
（15）「手付け」は「手付け小桶」のこと。
（16）「ぼだ」で「ぼろ布」。ぼっだ・ぼっだら、ぼだらは「ぼろ」の意。
（17） 0249《Веｃь》は〈全部〉の意。聴解の誤りがあったものと考えられる（浅川・グリブ2016）。
（18）「身で〜」が自動詞であることを表わしているようである。
（19）「かでる」は「世話をする、面倒を見る」の意。
（20） 1632《Мозгъ》〈脳〉を「頭の油」としているのは、鯨の頭部のほとんどが鯨油で占められ
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ていることと関わりがあるものと考えられる。
（21）「あか（垢）」は「水中の苔」のこと。
（22） 1819《Насорить》〈ゴミだらけにする〉と、《Насолить》〈塩をたっぷりかける〉を混同
したものと考えられる（浅川・グリブ2016）。
（23）「苞（すぼ）」は「わらのしべ、わらしべ」の意。
（24）「おすべり」は「蒲団」のこと。
（25）「あぐし」は方言で「あぐら」のこと。
（26）「肩が張る」は、「肩が怒る」と同義で、「得意な気持になる」などの意。
（27）「あぐ」は、仙台方言で「歩く・歩数」の意。
（28）3477《противной》は〈悪い・嫌な〉の意。《В теръ противной》で〈向かい風〉となる。
（29）「後世焼きましても」は、方言「ごしゃぐ（怒る）」の語源である。
（30） 0387《Вскружить》〈回らせる〉は「夢中にさせる」という慣用句にしか使われない。直
訳すると「回らせる」となる。
（31）「御納戸色」は藍色のこと。
（32）2267《Полынь》〈ヨモギ〉は、苦いにおいのする草で、袋に入れて虫除けに使う。
（33）『毛吹草』（1638）に「鰊の子取」とある。
（34）2840《Стадо》〈畜群〉は、牛が何頭かいて歩き回ること、ばらばらに歩く様子のこと。
（35）「かしらご」は方言で、牛の鼻に通す金輪に付ける綱のこと。
（36）『日葡辞書』（1603年）に「刀の鞘の上覆い」とある。
（37） 3228《Харя》は、俗語で「人の顔にも見えないような・人と呼びたくないような」の意が
ある。
（38）浅川（2016）参照。
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